第７号様式（第７条関係）（用紙　日本産業規格A3横長型）

	 eq \o\ad(収入印紙,　　　　　)
はり付け欄


　

林業・木材産業改善資金金銭消費貸借契約書及び連帯保証契約書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

神奈川県（以下「甲」という。）と○○○○（以下「乙」という。）は次のとおり金銭消費貸借契約を、甲と△△△△（以下「丙」という。）は次のとおり連帯保証契約を締結する。

（貸付け）

第1条 甲は、乙に対して金○○○○○○○円を貸し渡し、乙は、これを借り受ける。
（貸付利率）

第2条 貸付利率は、無利子とする。

（貸付期間等）

第3条 貸付期間は、　　年　　月　　　日から　　　年　　月　　　日までとし、償還期日及び償還

　期日ごとの償還額は別表のとおりとする。

（用途）

第4条 乙は、貸付金を林業・木材産業改善資金として、先に乙が甲に提出して甲が認定した「林業・

木材産業改善措置に関する計画」のとおりに使用し、他の用途に流用してはならない。

（償還）

第5条 乙は、貸付金を別表に規定する償還期日ごとに甲の発行する納入通知書により、神奈川県公金

　取扱店に払い込むものとする。

（繰上償還）

第６条　乙は、別表に規定する償還期日にかかわらず借入金の全部又は一部を繰上償還することができる。

（期限前償還）

第7条  乙が次の各号の一に該当したときは、甲からの通知催告を要せずして、乙は当然に期限の利益

　を失い、直ちに債務の全部又は一部を弁済しなければならない。

(1) 他の債務につき仮差押え、差押え若しくは競売の申立てがあったとき又は破産手続開始、民事

再生手続開始、会社更生手続開始、特別清算開始若しくはその他これらに類する法的整理手続の開始の申立てがあったとき。

(2) 支払を停止し若しくは手形交換所より取引停止処分を受けたとき又は清算に入ったとき。

(3) 租税公課を滞納して督促を受けたとき。

(4) 知事に対し数個の債務を負う場合において、その一つでも期限に弁済しなかったとき。

(5) 住所変更の届出を怠るなど乙の責めに帰すべき事由によって、甲に乙の所在が不明となったと

き。

２　乙は、前項に該当する事情が生じたときは、直ちにその旨を甲に報告し、弁済を行わなければならない。
３　甲が乙について次の各号の一に該当すると認め、期限前償還の請求をしたときは、乙は甲に対する債務の期限の利益を失い、直ちに債務の全部又は一部を弁済しなければならない。
(1)　貸付金をその目的以外に使用したとき。

(2)　貸付金の償還を１回でも怠ったとき。

(3)　正当な理由がなく、貸付金受領後３ヶ月以上これを使用しないとき。

(4)　虚偽の申請又は報告等をしたとき。

(5)　故意に甲に対する報告等を怠ったとき。

(6)　この借入金により改良、造成又は取得した施設が貸付けの目的に反して使用され、譲渡され、交換され、貸し付けられ、若しくは担保に供され、又は公用収用されたとき。

(7)  神奈川県林業・木材産業改善資金貸付規則（以下「規則」という。）又は本契約に基づく義務

   の履行を怠ったとき。

(8)  保証人がその条件を満たさないために甲が変更を請求したときに、必要な措置を行わないとき。

(9)  その他債権保全上著しい支障があるとき。
（報告等）

第8条 乙は、事業実施後30日以内に、林業・木材産業改善資金貸付対象事業実施完了報告書（第8号

様式）を甲に提出するものとする。

２　乙は、この資金の対象事業の遂行が困難となった場合、又は対象事業を変更、中止若しくは廃止する場合には、甲に速やかに報告してその指導を受け、必要な措置を行うものとする。

３　乙は、林業・木材産業改善資金貸付先事後報告書（第12号様式）により、資金借受け後の貸付対象事業の進捗状況及び貸付対象施設の稼働状況等を毎年度9月末までに甲に報告するものとする。ただし、償還の最終年度であって、償還の時期が7月までのものに限っては、前年度1月から償還期日の1ヶ月前までの期間に報告するものとする。

４　乙は、貸借対照表、損益計算書等の乙の財務状況を示す書類の写しを、定期的に甲に提出するものとする。

５　前項のほか、甲は、必要があると認めるときは、いつでも乙に対し資料の提出及び報告を求め、貸付金の使用状況について調査し、又は貸付対象事業について乙に適正な処理をすることを命じることができる。

（違約金）

第9条 乙は、弁済期限又は甲から期限前償還を請求された場合の甲の指定する期日に償還金の支払を

しないときは、当該期日の翌日から支払うべき金額に対し、年12.25パーセントの違約金を甲に支払う。

２　乙は、規則第９条の規定による支払猶予の申請をした場合において、支払期日を過ぎて猶予をしない旨の決定があったときも、前項の違約金を支払うものとする。

３　乙は、第７条第３項各号に該当したこと（故意の場合に限る。）を理由として甲から期限前償還の請求を受けたときは、貸付日又は乙について故意が生じた日として甲が認めた日から償還金の支払当日までの日数に応じ当該請求に係る貸付金の額につき年12.25パーセントの割合で計算した違約金を併せて支払うものとする。

（連帯保証）

第10 条　丙は、乙が本契約によって負担する一切の債務を保証し、乙と連帯して履行の責を負う。

２　甲は、乙が債務不履行に陥ったときは、丙に対してその事実を通知するものとする。
３　丙は、乙から次の各号に掲げる事項につき、情報提供を受けたことを確認する。
(1)　乙の財産及び収支の状況
(2)　乙が本契約によって負担する債務以外に負担している債務の有無並びにその額及び履行状況
(3)　乙が本契約によって負担する債務の担保として他に提供し、又は提供しようとするものがあるとき
は、その旨及びその内容
４　乙は、甲及び丙に対し、乙が丙に対して情報提供した前項の内容が真実かつ正確であることを表明し、保証する。

（保証人の事情変更）
第11条　乙は、丙が死亡したとき又は丙について第７条第１項各号に該当する事情が生じたときは、遅滞なくその旨を甲に通知しなければならない。

（保証人の追加及び変更）
第12条　乙は、甲から保証人の追加又は変更の請求があったときは、直ちにこれに応じなければならない。

（担保権設定契約の締結等）

第13条　乙及び丙は、甲から担保権の設定の請求があったときは、甲の指定する乙又は丙の所有する資産について別に甲と担保権設定契約を締結するものとする。

２　乙及び丙は、前項の規定により抵当権を設定したときは、設定契約の定めるところにより遅滞なく

　登記手続を完了し、その登記事項証明書を甲に提出するものとする。

（担保の保全）

第14条　乙及び丙は、甲の承認を得なければ、甲のために担保権が設定された物件（以下「担保物

　件」いう。）を他に譲渡し、賃貸し、更に担保に供し、又はその現状を変更する等担保物件について

　甲に損害を及ぼすおそれのある行為をしない。

２　乙及び丙は、担保物件について滅失、き損その他その価値を減少させる事情が生じたときは、遅滞なくその旨を甲に通知する。

（担保の追加及び変更）

第15条　乙及び丙は、甲から担保物件の追加又は変更の請求があったときは、直ちにこれに応じなければならない。

（弁済の充当）

第16条　乙及び丙は、その行った弁済又は提供した担保物件の処分により甲が取得した金銭は甲において任意に乙の甲に対する債務の弁済に充当することを承認する。

（契約の費用）

第17条　この契約の締結に要する費用は、乙及び丙の負担とする。

（信義則）

第18条　甲、乙及び丙は、信義を重んじ、誠実にこの契約を履行しなければならない。

（疑義等の決定）

第19条　この契約に定めのない事項及びこの契約に関し疑義が生じた時は、甲、乙及び丙３者が協議して定めるものとする。　

　以上、この契約の締結を証するため、この契約書を3通作成し、甲、乙及び丙３者記名押印の上、各自その1通を保有するものとする。

　　年　　　　月　　　　日

　　　　　　　　　　　　   甲　神奈川県横浜市中区日本大通１

神奈川県知事　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　             乙　○○○県○○○市(○○○町)○○番地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○法人○○

代表取締役　　○○　　印

　　　　　　　　　　　　　　   　丙　○○○県○○○市(○○○町)○○番地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○○○　　　　印

別表

	借　　受　　金　　額
	分割

償

還

期

日

及

び

償

還

額


	 eq \o\ad(第１回,　　　　)
	　　年　　　月　　　日　　　　　　　千円

	
	
	 eq \o\ad(第２回,　　　　)
	　　年　　　月　　　日　　　　　　　千円

	　　　　　　　　　　　　千円
	
	 eq \o\ad(第３回,　　　　)
	　　年　　　月　　　日　　　　　　　千円

	
	
	 eq \o\ad(第４回,　　　　)
	　　年　　　月　　　日　　　　　　　千円

	
	
	 eq \o\ad(第５回,　　　　)
	　　年　　　月　　　日　　　　　　　千円

	 eq \o\ad(最終償還期限,　　　　　　　　　　)
	
	 eq \o\ad(第６回,　　　　)
	　　年　　　月　　　日　　　　　　　千円

	
	
	 eq \o\ad(第７回,　　　　)
	　　年　　　月　　　日　　　　　　　千円

	年　　月　　日
	
	 eq \o\ad(第８回,　　　　)
	　　年　　　月　　　日　　　　　　　千円

	
	
	 eq \o\ad(第９回,　　　　)
	　　年　　　月　　　日　　　　　　　千円

	
	
	第 10回
	　　年　　　月　　　日　　　　　　　千円


